
小規模農地活用・高付加価値型農業による地域づくり事業
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地域課題

事業目的・目標

①農業の衰退を防ぎ、農地の有効活用による地域づくり支援事業が必要
②重要な地域資源である各種食材の付加価値向上の取組みが必要
③農業分野により多くの人が就労できる、多様な環境整備・支援が必要

事業目的 目標

【目的】 人口減少、高齢化の進展に伴い増加する耕作放棄地を活用して、NPO法人が実施する農業活性化と地域コミュニティ形成
【目標】 ・平成25年度：栽培技術習得・加工品試作品完成および農を核にしたコミュニティ形成手法の確立

・平成26年度：加工品製造体制検討・整備およびコミュニティ拡大

事業概事業概要

各法人への支援（開発支援）
・とむての森……野菜ジャム・アスパラスープ
・ふれあいインさろま……ホタテ玉ねぎスープ
北海道 ド ピ 辛麺

各法人への支援（商品化・販売支援）
・とむての森……野菜ジャム・アスパラスープ
・ふれあいインさろま……かぼちゃまん

地産地消・コミュニティの形成
・大人・子ども向けのコミュニケーション講座と

食育セミナーの開催

①農産物栽培・加工技術取得・
人材育成事業

②ハンズオン支援事業

・北海道でてこいランド……ピリ辛麺 ・北海道でてこいランド……ピリ辛麺・とうがらし
食育セミナ の開催

③地産地消・コミュニティ
形成事業

大学の専門家による栽培・加工の指導
東京農業大学・野菜ソムリエ等

信用金庫・中小企業診断士からの
商品化・販売指導アドバイス

他NPO法人との協働による

地元食材による食育事業実施

成果 成果 成果成果 成果 成果
・地元野菜を使った調理品・専門家との
連携による短期間でのレシピの完成

・科学的知見に基づいた保存方法・加工
法・品質管理等の知識の習得

・地元協力業者の確保

・製品化・事業展開への基盤確保
・販路確保の具現化（地元・関西地域）
・具体的な販売対象先訪問スケジュール
設定

・地元商品を結びつけたブランドコンセプト
づくり

・日常生活での地元食材消費の喚起
・子どもたちの食に関する意識の向上
・市販品と手作りとの差の認識

協 者 保
づくり

北見NPOサポートセンターが考える

結果を出す中間支援キーワード

本気な人の連携（誰と） 科学的・合理的な行動（どうやって）信念（何のために） 本気度（何を）

想いの共有 目標の共有 価値観の共有 信頼の共有



試作商品・活動状況

中間支援における工夫や苦労した点
中間支援における工夫や苦労した点

中間支援における工夫や苦労した点

苦労 工夫 成長

法人

金融機関 経済団体

商品化を意識した食品加工が初めての人材で
実施したため、意識転換するための情報提供
や研修等に時間を要した。

各法人の有する資源と地域資源それに獲得可
能な資源を考慮した支援内容。

従来連携が弱かった団体との関係強化や
支援３法人が自団体の客観的評価。

未経験の人材 スキルの習得
意識転換

法人 地域

地域のネットワーク 地元食材（非効率）
関係強化

中間支援団体

中小企業
診断士 大学・野菜

支援 支援

支援３団体
強みのマッチング

新たな特産物

・
金融機関

ソムリエ等 支援３団体

・自団体の取り組みを
客観的に評価することが
できた

今後の予定

●各法人への支援予定
製造体制整備、販路確保、地産地消・地域コミュニティ活性化を目指し、フォローアップ体制を確立し、各法人への支援実施
平成26年3月以降、主に販路確保プラットホーム構築を目指した動きを地元、大都市部で展開予定

今後の予定

【中間支援活動の自立に向けた事業展開】

○中間支援ノウハウのビジネス化
○各種補助金・助成金の確保 活動費の確保

○製品の加工完成度向上・製造スタッフ研修と
作業マニュアル作成○各種補助金 助成金の確保

○支援対象の拡大
○支援専門家ネットワークの構築
○パブリシティの活用

活動費の確保 作業マニュアル作成
○サンプル商品製造・テストマーケティング（地元・都市部）
○食育・健康づくりをテーマにした料理教室の定期開催
○子育て支援サロン事業によるコミュニティ形成


